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＜連絡事項＞
· 4/15までに、各担当プログラム分の１クール実施の流れ（項目）について作成し、木村・中野渡

へ提出すること。
· 4/14から胸部レントゲン検査が始まる為、各自予約した時間に実施すること。

＜外来情報＞

· 関　秀治　様　～前回の検査結果、GOT、GPT、ビリルビン値が若干良くなかったとのこと。様子

を見て再検査して行く。「仕事は早く終わるようになった。今日から外泊に行く」と話されている。

· 村田　昭一　様～血圧安定しているとのこと。

· 久保　興介　様～採血実施。「調子良くない。話そうとしても話せない。家でもそうだ。それがス

トレスになる。些細なことで死にたくなる」と話される。担当医より休養をとりながらユーパンを使用し様子を見るようアドバイスあり。

· 伊籐　雄一　様～「新誓約書を読んでいる。今は落ち着いている」と話されている。

· 田名部　一樹様～「脳を使いすぎると問題ないか？」と質問している。担当医より、脳を使いすぎ

ても問題はないが、嫌なことを行おうとするとストレスになることを説明している。また、本人より「眠気があっても薬は飲んだ方が良いですか」と確認がある為、担当医より眠気は薬を調整すればよいため、薬はきちんと服用するよう説明している。

· 横町　　浩様　～「良くなったら車の免許を取りたい」と話されている。

· 関口　　禅様　～「日赤病院は４週間分薬を貰う事になった。ガスコンと言う薬が日赤病院で処方

されなくなったので、胃が痛くなった時は、こっちで処方してほしい」と話される。

・川口　八寿子様～咳、痰の症状がある為、PL、レスプレン、ダーゼン３日分処方となっている。

＜利用様情報＞

· 種市　久子　様～4/15にデイケアを利用する事、その後は毎週水曜日にデイケアを利用する事を

電話にて報告される。

· 今野　容子　様　～昼食事「こんなにご飯の量が少ないのなら食べない方が良いでしょ」と話され、　　

一口も摂取する事なく残食入れのバケツに捨てられる。スタッフが、再度盛り付けし、摂取するよう説明するも「どうせ死んだ方がみんな喜ぶんだからいいでしょ。低血糖になっても良い」と話し、持参した牛乳（朝食について来た牛乳）も流しに捨てられる。

⇒丼メニューの際、糖食の方のご飯量が極端に少なく見えるため、今後、丼メニューの際、糖食の器を一回り小さい物を用意できるか食事サービス管理委員会で検討して頂く。

· 淡路　智恵子様～・「自分がデイケア欠席時に合わせてデイケアを欠席している人がいる。気持ち　　

悪い。最近、あの人おかしいんじゃない？」と特定のデイケアメンバーを名指しに、スタッフへ相談される。スタッフより歯科受診日のクールが同じ為、その方もデイケアを欠席しており、本人と欠席日が重なるのは偶然である事を説明し、どうしても気になるようなら歯科受診日を変えるよう促している。

　　　　　　　　　　・診察後、むつ食品まで行かれ煙草を３カート購入しておられる。デイケア利用時間内の為、買い物はデイケア終了後に行うよう注意している。

· 本田　英之　様～「今、薬はきちんと飲んでいるが、青山荘を退荘したら飲まなくても良いと思う」

と話される。

⇒服薬管理等のプログラムに参加して頂く。個別にも服薬の重要性について説

明して頂く。

· 平　康子　様　～発熱はないが、頭痛の為デイケアを欠席されている。

⇒関係部署に情報提供している。

· 高橋　百壽　様～デイケアに来所されていたが、本日、訪問看護利用日の為、帰宅して頂いて

いる。

· 田向　玲美　様～相談があるとの事でスタッフを呼ばれ「昔、松平病院に居たというメンバーに彼　

氏（松平病院のワーカー）について話をしたら、その人が今日はデイケアを休んでいる。私が彼氏のことを話したから休んだのでは？」と話される。偶然休まれたことを説明すると納得される。また、「彼氏にデイケアメンバーの人に彼氏のことを話したと報告したら、言わないで欲しかったと言われた。どうしよう」と相談される。スタッフよりこれ以上、彼氏の事はデイケアメンバーに話さないほうがよいのではないかとアドバイスしている。

　　　　　　　　　　⇒被害的な考えが多い為、被害的発言聞かれた際は、その都度、誤解をといて行く。

· 其田　淑子　様～昨夜、電話にて、37℃台の発熱があり鹿内内科受診し、採血、尿検査、注射し

て来たこと、薬３日分処方になった事を報告される。鹿内病院の医師から当院の処方内容を知りたいとの事で、本日、鹿内病院に伝える為に受診すると話される。）グループホームの世話人より情報提供あり本日10:30に検温し36.9℃まで解熱されていたとのこと。
· 中村　鶴子　様～・ダイヤ改正の為、バスの時刻が今までより早くなるとのこと。その為、以前よ

りもデイケアを少し早めに出て行くとのこと。

・午前中「お腹が痛いから受診したい。以前もこういう時があって、その時は先生に便秘気味だからじゃないかと言われた。でも、今は下剤を飲んでおり便秘もしていない」と話される。スタッフが外来に情報提供している最中に「もう治りました」と話され、受診はされていない。

· 久保　興介　様～昼食後「人込みで疲れたから休む」と話され、静養室にて休まれている。

＜事例検討＞

検討内容：デイナイトケア治療計画の見直し

○稲垣　ふき様（６３歳）統合失調症

· デイナイトケア利用年数：６年８ヶ月

· デイナイトケア治療計画：・体重減少の際の評価をしっかりと行っていく。

・身体的な訴え聞かれたときは、傾聴し、不安を和らげるアドバイスをする。

・繰り返しの訴えや確認が聞かれた際には、その都度本人の話を聞き、具体的な説明をする。

· デイナイトケアでの様子：・５０kgになると言うのが本人の目標で、主食をいつも一口残す等工　

夫されているが、時折残す事を忘れる事がある。また、主食は一口残しても副食をおかわりされる事がある。

・３月中は、「自然に手が股間に行く。股間がもぞもぞする」「したく

なる」等、性的発言多い。

　　　　　　　　　　　　　　・「背中が痒いから病院に行って薬を貰って来る」等すぐに病院に行こうとされ、スタッフに断らずに外来へ行こうとされる。

　　　　　　　　　　　　　　・謝罪が必要な場面でも謝罪しない事が多い。その為、時折、他者とトラブルになっている。

· 青風荘での様子：・身体的訴え多い。

· デイケア治療計画に加える事項⇒謝罪が必要な場面でも謝罪出来ない為、その都度スタッフ声掛

けし、また、SST等のプログラムを通して、場面に応じた対応が出来るようにして行く。

· 改）デイナイトケア治療計画：・体重減少の際の評価をしっかりと行っていく。

・身体的な訴え聞かれたときは、傾聴し、不安を和らげるアドバイスをする。

・繰り返しの訴えや確認が聞かれた際には、その都度本人の話を聞き、具体的な説明をする。

・謝罪が必要な場面でも謝罪出来ない為、その都度スタッフ声掛

けし、また、SST等のプログラムを通して、場面に応じた対応が出来るようにして行く。










